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1. 天神川水系の概要 

1.1 流域及び河川の概要 

1.1.1 流域の概要 

天
てん

神
じん

川
がわ

は、その源を鳥取県東伯郡
とうはくぐん

三朝町
みささちょう

の津
つ

黒
ぐろ

山
せん

（標高 1,118m）に発し、福
ふく

本
もと

川、

加谷
か た に

川、三
み

徳
とく

川の小支川を合わせて北流し、倉吉市
くらよしし

において小鴨
お が も

川と合流して、

北栄町
ほくえいちょう

、湯
ゆ

梨
り

浜
はま

町
ちょう

にて日本海に注ぐ、幹川流路延長注１）32km、流域面積 490km2の一

級河川です。 

その流域は、倉吉市をはじめとする 1 市 3 町からなり、流域内人口は約 6 万人注２）

で、流域の土地利用は山地が約 81%、水田や畑地等の農地が約 14%、宅地等の市街地

が約 5%となっています。 

天神川と最大の支川である小鴨川の合流点付近には、鳥取県中部の中心都市である

倉吉市があり、鳥取県中部の社会、経済、文化の基盤を成しています。 

 

図 1.1.1 天神川水系流域図 
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注）河川現況調査（基準年：平成 27 年(2015 年)）による。 

都市人口は、令和 2 年(2020 年)国勢調査による。 

全国順位は、一級水系 109 の中での順位。 
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表 1.1.1 天神川の各種諸元 
幹川流路延長

注１） 流域面積 流域内人口

32km
（全国106位）

490km2

（全国89位）
約6万人

面積 人口 人口密度

57.5km2 約5.6万人 977人/km2

想定氾濫区域内

流域内の主な都市と人口

倉吉市（約4万6千人）

注1) 幹川流路延長：一般的に、一つの水系の中で水源から河口までの長さ、流量、流域面積の大きさ等から幹
川を定め、河口から谷をさかのぼった分水界（異なる水系との境界線）上の点までの流路の延長をいう。

注2) Web サイト国土交通省／河川関係統計データ：一級水系における流域等の面積、総人口、一般資産額等に
ついて（流域）による。 

出典：国土数値情報 令和 3 年度(2021 年度)土地利用細分メッシュデータ 

 

：天神川流域 ：県境 

：天神川水系河川 ：市町村界 

：基準地点 ：大臣管理区間

：主要な地点 

凡   例 

図 1.1.2 流域の土地利用比
率

賀
茂
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1.1.2 地形と地質 

(1) 地形 

流域の地形は、日本海側の北部を除き西は大
だい

山
せん

（弥山 標高 1,709m）、東は三国山
みくにやま

（標高 1,252m）、南は津黒山（標高 1,118m）、に代表される山々に囲まれています。

流域西部は大山の裾野からなっており、比較的なだらかな傾斜が海岸まで伸びていま

すが、東南部は平地の少ない峡谷となっています。このため、天神川は、河床勾配の

急な、いわゆる急流と言われる河川となっています。 

 

図 1.1.3 天神川流域の地形図 

 

(2) 地質 

流域の地質は、天神川と小鴨川の合流点から上流の山間部と下流側の沖積平野で異

なります。天神川本川上流域は主に花崗岩
かこうがん

質岩石が分布し、支川小鴨川上流部は主に

大山やその周辺の火山の噴出物（火山岩
かざんがん

類）に覆われています。下流側の沖積平野は、

沖積層
ちゅうせきそう

（礫・砂及び粘土）が分布しています。 

 

 

図 1.1.4 天神川流域の地質図※  
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※産総研地質調査総合センター提供の 20 万分の 1 日本シームレス地質図 V2

（地質図更新日：令和4 年(2022 年)3 月 11日）よりGIS ソフトで作成 

出典：国土地理院ウェブサイト 
海域部は海上保安庁海洋情報部の資料を使用して作成
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1.1.3 気候、気象 

天神川流域の気候は、日本海側気候地域に属し冬期にも降水量が多い傾向があり、

年間平均降水量は約 2,000mm で全国平均より多い傾向にあります。 

また、三方の山地に降水量が多く、河川に流れ込んだ降雨は、流域中央部の下流に

位置する倉吉市街地付近に一気に到達します。 

 

 

 

 

 

図 1.1.7 天神川流域の年間降雨量の分布（H24(2012)～R3(2021)年平均値）
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資料：国土交通省、気象庁 

※国土交通省所管、気象庁所管の雨量観測所データから、GIS ソフトにより作成 

図 1.1.5 月別平均降水量（H24(2012)～R3(2021)年） 図 1.1.6 気象庁観測地点の年平均
降水量（H24(2012)～R3(2021)年）
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（「令和 2 年(2020 年)国勢調査」による） 

1.1.4 人口及び産業 

流域関連市町の人口は約 8 万 2 千人注１）で、倉吉市が約 4 万 6 千人注１）で約 56%を占

めており、鳥取県中部の経済や行政活動等の中枢的機能を有しています。 

 

 
図 1.1.8 流域関連市町の人口比率 

 
 

近年では、国の重要伝統的建造物保存地区に選定された白壁土蔵群を含む「とっと

り梨の花温泉郷注２）周辺」への入込客数が年間約 79 万人注３）と観光産業において大き

な役割を果たしています。 

 

 

白壁土蔵群 
（国の重要伝統的建造物保存地区） 

  

倉吉市

56%

三朝町

7%

湯梨浜町

19%

北栄町

17%

注1） 令和 2 年国勢調査による 
注2） 倉吉市、三朝町、湯梨浜町、北栄町、琴浦町、蒜山（岡山県） 
注3） 令和 3 年(2021 年)観光客入込動態調査結果：鳥取県観光課による倉吉市、湯梨浜町、三朝町、北栄

町（旧北条町）への入込客数。観光入込客数は、平成 30 年(2018 年)で約 117 万人、令和元年(2019
年)で約 117 万人、令和 2 年(2020 年)で約 77 万人と、令和2 年(2020 年)以降激減しています。 
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1.2 過去の水害 

倉吉市の市街地は、天神川と支川小鴨川の合流地点の周辺に広がっていることから

水害を受けやすくなっています。 

過去の主な水害としては、小鴨川の堤防が多くの箇所で決壊し、氾濫した濁流は「一

朝にして当時の小鴨村、倉吉町を石河原と化し一面の泥海に変じた」と言われる昭和

9 年(1934 年)室戸台風洪水、戦後最大流量を観測し、小鴨川筋の生
なま

竹
たけ

、関
せき

金
がね

地区等の

未改修区間に相当の被害があり、多くの橋梁（当時は木橋が大半）を流失させた昭和

34 年(1959 年)伊勢湾台風洪水、近年では、倉吉市堺町地区や清
せい

谷
だに

地区で内水注１）によ

る浸水被害のあった平成 10 年(1998 年)10 月洪水が知られています。 

表 1.2.1 過去の主な洪水と天神川流域における被害概要 

洪水発生年月日 発生原因 

被害状況 

死者 
全壊 

家屋 

半壊 

家屋 

床上 

浸水 

床下 

浸水 

明治 26 年(1893) 

   10 月 14 日 
台風 

多数の堤防決壊による家屋の浸水 

多大な田畑への土砂混入 

昭和 9 年(1934) 

    9 月 20 日 

台風 

（室戸） 
31 人 79 戸 205 戸 4,458 戸 2,502 戸

昭和 34 年(1959) 

    9 月 27 日 

台風 

（伊勢湾） 
－ 家屋被害：135 戸 

平成 10 年(1998) 

   10 月 18 日 
台風 － － 3 戸 9 戸 41 戸 

平成 23 年(2011) 

    9 月 3 日 
台風 － 2 戸 － 7 戸 103 戸 

令和 3 年(2021) 

    7 月 8 日 
前線 － 5 戸 3 戸 19 戸 191 戸 

出典：明治 26 年(1893 年)～昭和 34 年(1959 年)は「倉吉工事事務所四十周年史」、平成 10 年(1998 年)

は国土交通省資料、平成 23 年(2011 年)、令和 3 年(2021 年)は鳥取県資料による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
注1) 大規模な降雨等により、排水路の能力不足や河川水位の上昇に伴って雨水を排水できない場合に堤防の

宅地側の地表面に湛水すること。 

昭和 9 年(1934 年)室戸台風洪水 

旧倉吉駅より二本松の様子 

昭和 34 年(1959 年)伊勢湾台風洪水 

大塚橋の流失状況 

昭和 9 年(1934 年)室戸台風洪水 

旧倉吉中学校裏の惨状 

平成 10 年(1998 年)10 月台風洪水

倉吉市和田地区の排水機場稼働状況

昭和 34 年(1959 年)伊勢湾台風洪水

倉吉市関金地区の堤防決壊状況 
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図 1.2.1 昭和 34 年(1959 年)伊勢湾台風洪水による浸水想定区域 

 

 
1.3 治水事業の経緯 

倉吉市の市街地は、天神川と小鴨川の合流点に位置しているため幾多の洪水を受け、

倉吉市街地を守るために堤防整備や支川の改修が行われてきた歴史があります。 

記録に残っている最古の土木工事は倉吉市の「 長
ちょう

門
もん

土
ど

手
て

」と玉川の改修工事であ

り、「長門土手」は元和
げ ん な

年間（1615 年～1623 年）に伊木
い ぎ

長門
な が と

守
のかみ

忠
ただ

貞
さだ

によって作られた

ものとされています。すなわち、倉吉市街地における大規模な河川工事のはじまりは、

幕藩体制の確立後と考えられます。 

 

(1) 天神川の直流化工事 

天神川下流のかつての流路は、東郷池から日

本海に注ぐ橋
はし

津
づ

川
がわ

の方へ向かっていましたが、

元文
げんぶん

年間（1736 年～1741 年）に天神山から東方

に続く岩盤を開削し流路を直線状にしたと言わ

れており、これが天神川の直流化工事と呼ばれ

ているもので、現在の流路はほぼこのときに完

成したものです。この工事により、勾配が緩や

かで水はけの悪かったかつての天神川が付け替

えられ、洪水を早く海に流すことができるよう

になったとともに、それまで天神川の河川敷で

あった下流の多くの低平地を新田として開発で

きるようになったと考えられます。 

図 1.3.1 元文年間頃の天神川の直流化工事

注）この図は、昭和 34 年(1959 年)伊勢湾台風洪水が現在発生した場合、破堤が想定される全ての地点
から氾濫した場合の浸水区域を重ね合わせた結果から作成しています。したがって、実際の昭和 34 年
(1959 年)伊勢湾台風洪水による浸水区域とは一致しません。

東
郷
池
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(2) 近代の治水事業 

近代における天神川の治水事業は、昭和 9 年(1934 年)9 月の室戸台風による大水害

を直接的契機として開始されました。当初の改修計画は、昭和 9 年(1934 年)9 月の室

戸台風の実績流量を 3,500m3/s（小鴨川合流後の天神川）として計画され、河道の整

備と堤防整備を主体とした改修計画でした。この計画を契機として、無堤地区におけ

る堤防の整備、既存堤防の拡幅やかさ上げ、流水の流れる断面を増加させるための河

床掘削、急流河川特有の強大な流水の作用から堤防を保護するための護岸工事や洗掘

対策工事等を、倉吉市及び下流部の北条・羽合両平野を含む重要箇所等において継続

的に実施してきました。 

平成に入ってからも、洪水に対する安全性確保のため、三徳川合流点付近の三朝町

若宮地区における国道 179 号改築事業と一体化した引堤事業、河床の砂礫等から造ら

れている等により河川水の浸透の影響で崩れやすい堤防について強化工事等を実施

しています。 

平成 22 年(2010 年)3 月に天神川水系河川整備計画を策定以降、北 条
ほうじょう

、羽合
は わ い

、牧
まき

地

区における堤防の整備、全川的な河床掘削（才ヶ崎
さいがざき

堰改築、河戸
か わ と

橋改修含む）、小鴨・

秋喜
しゅうき

地区等における河岸侵食防止対策等を実施しています。 

 

 

河岸侵食防止対策実施状況（秋喜地区） 
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(3) 河川整備基本方針 

平成 9 年(1997 年)の河川法改正に伴い、平成 18 年(2006 年)4 月には、これまでの

河川整備の基本の計画であった工事実施基本計画に替わり、治水・利水・環境の総合

的な河川の整備を目指し、河川整備基本方針を策定しました。 

さらに、天神川水系では国による砂防事業も展開されていることもあり、河川整備

基本方針を踏まえ、河床や河口部及び海浜部の変動状況をモニタリングしながら一貫

した総合的な土砂管理を実施しています。 

 

(4) 河川整備計画 

平成 22 年(2010 年)3 月には、戦後最大規模の洪水である昭和 34 年(1959 年)伊勢

湾台風洪水と同規模の洪水が発生しても計画高水位注１）以下で安全に流すことが可能

になるよう、今後概ね 30 年間に行う河川の具体的な整備目標や実施内容を示した「天

神川水系河川整備計画【大臣管理区間】」を策定しました。 

表 1.3.1 治水事業の主な沿革（災害・計画・事業） 

年月 記 事 

昭和 9 年(1934 年) 
9 月 

室戸台風洪水（小鴨川合流後：約 3,500m3/s）の発生 
【事業計画策定の契機となった洪水】 

昭和 9 年(1934 年) 
12 月 

国による直轄改修工事に着手 
（基本高水のピーク流量注 2）：3,500m3/s、計画高水流量注 3）：3,500m3/s） 

昭和 34 年(1959 年) 
9 月 

伊勢湾台風洪水（小田：約 2,200m3/s） 
【戦後最大洪水】 

昭和 42 年(1967 年) 
6 月 

天神川水系が一級水系に指定される 
（天神川 10.46km、小鴨川 16.2km、国府川 8.91km） 

昭和 43 年(1968 年) 
2 月 

工事実施基本計画の策定 
（小田地点：基本高水のピーク流量：3,500m3/s、計画高水流量：3,500m3/s） 

昭和 45 年(1970 年) 
5 月 

天神川の大臣管理区間を延長（天神川 14.56km まで） 

昭和 46 年(1971 年) 
4 月 

三徳川の下流を大臣管理区間に編入（三徳川 2.2km まで） 

平成 10 年(1998 年) 
10 月 

台風 10 号洪水（小田：約 1,800m3/s） 
【伊勢湾台風に次ぐ戦後第 2 位の洪水】 

平成 18 年(2006 年) 
4 月 

河川整備基本方針の策定（4 月 24 日） 
（小田地点：基本高水のピーク流量：3,500m3/s、計画高水流量：3,500m3/s） 
（従来の治水と利水に加え、環境にも配慮した新たな計画を策定） 

平成 22 年(2010 年) 
3 月 

河川整備計画の策定 

平成 30 年(2018 年) 
9 月 

台風 24 号洪水（小田：約 1,700m3/s） 
【戦後第 4 位の洪水】 

 

  
注1) 「計画高水位」とは、河川整備基本方針で定められた目標流量が河川改修事業完了後の河道断面を流下す

る場合の水位です。堤防の安全性が保たれるとされる水位であり、堤防等河川管理施設の整備は計画高水
位を基準にして実施されます。 

注2) 基本高水のピーク流量：流域に降った計画規模の降雨がそのまま河川に流れ出た場合の流量のことです。
注3) 計画高水流量：河道を計画する場合に基本となる流量で、基本高水を河道と各種洪水調節施設に配分した

結果、河道を流れる流量のことです。天神川水系においては、洪水調節施設の計画が無いため基本高水の
ピーク流量と計画高水流量は同じ流量です。 


